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武
貞

　誉
裕
議
員

た
け

　

 

さ
だ

　
　
　
　

 

た
か

　ひ
ろ

町
長

総
合
的
に
考
え
て
検
討
す
る

添
田
町
の
人
口
推
移
は
、
年

間
約
2
4
0
人
減
少
し
、
今
後
の
約

20
年
で
町
の
人
口
は
半
減
す
る
推
測

で
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
た
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
必
要
で
す
。
町
が
管
理
す
る

施
設
な
ど
は
、
公
共
施
設
個
別
管
理

計
画
で
、
20
年
で
20
％
の
削
減
を
す

る
予
定
で
す
。
こ
の
先
半
減
す
る
人

口
に
対
し
、
20
%
で
は
見
込
み
が
甘

い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

20
％
は
目
標
値
で
す
が
、
今

後
の
人
口
推
移
や
、
地
域
の
実
情
に

配
慮
し
た
施
設
管
理
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

現
在
、
住
民
1
人
当
た
り
の

公
共
施
設
の
面
積
は
全
国
平
均
の
約

5
倍
と
、
極
め
て
高
い
数
値
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
今
後
の
財
政
負
担
や
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
免
れ
ま
せ

ん
。
公
共
施
設
を
一
刻
も
早
く
包
括

管
理
し
、
目
標
値
を
50
％
く
ら
い
に

設
定
し
、
将
来
に
備
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

町
の
財
政
を

維
持
す
る
た
め
に

問問

動
画
へ
GO

山
本

　文
隆
議
員

や
ま

　も
と

　
　
　
　ふ
み

　た
か

町
政
の
大
き
な
目
標
に
、
教

育
レ
ベ
ル
の
向
上
と
健
康
寿
命
の
維

持
が
あ
り
ま
す
。
健
康
寿
命
の
指
標

に
も
な
る
介
護
保
険
料
の
A
B
C
グ

ル
ー
プ
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。
添
田

町
は
平
成
30
年
度
よ
り
B
か
ら
A
に

か
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
本

町
で
は
介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
多

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
、

武
貞

武
貞

山
本

介
護
保
険
料
区
分
を

B
グ
ル
ー
プ
に
戻
す
努
力
を

問問町
長

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

活
用
す
る

動
画
へ
GO

町
長

介
護
保
険
料
の
負
担
額
の
最
低
、
最

高
は
表
の
通
り
で
す
。

　
ぜ
ひ
と
も
、
町
の
強
い
指
導
に
よ

り
、
早
期
に
A
か
ら
B
を
目
指
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
長
の

見
解
を
尋
ね
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

体
制
の
整
備
を
行
い
、
介
護
支
援
、

介
護
予
防
な
ど
、
住
民
が
健
康
で
長

生
き
で
き
る
よ
う
な
健
康
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
長

みんなで楽しく健康づくり

一般質問一般質問

5 167号（R2.4）9

一口メモ

公共施設個別管理計画って？

町が保有する151の公共施設に対

して、維持管理や優先順位などを

考える計画です。この計画は国か

ら令和2年度までの策定が求めら

れています。 廃止 維持

公共施設

売却

-20％

第1段階
（最低）

Aグループ

3万6216円

24万1435円

2万7886円

18万5903円

8330円

5万5532円

Bグループ 差額

第25段階
（最高）

介護保険料（65歳以上）

町
政
を
問
う
！！

町
政
を
問
う
！！

町
政
を
問
う
！！

添田町議会

議会は、まちの予算や身近な問題を話し合う大切な場です。
皆さんもお気軽にお越しください。
開催日程などは、議会事務局にお問い合わせください。

議会事務局 TEL 82-4001（直通）お問い合わせ

議会・委員会を傍聴しませんか

 ● 介護保険料区分をＢグループに
　戻す努力を

 ● 小学校の統合への理解は

 ● ゲーム依存症相談窓口の設置を

 ● 町の財政を維持するために

 ● クアハウスの廃止見直しを

山本　文隆

氏　名 質 問 項 目 ページ数

9ページ

10ページ

武貞　誉裕

 ● 鉄道での日田彦山線復旧を

11ページ

小川　浩一

永沼嘉代子

6人が
質問
6人が
質問

久保田実生

　木　清文

167号（R2.4） 8



一般質問一般質問

167号（R2.4）11

永
沼

　嘉
代
子
議
員

な
が

　ぬ
ま

　
　
　
　 

か

　
　よ

　
　こ

町
長

住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

十
分
受
け
止
め
検
討
中

2
月
12
日
の
第
5
回
復
旧
会

議
後
、
新
た
な
Ｂ
Ｒ
Ｔ
案
を
持
ち
帰

り
、
落
合
地
区
・
桝
田
地
区
限
定
で
、

Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

桝
田
地
区
か
ら
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
望
む
要

望
書
が
Ｊ
Ｒ
九
州
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
落
合
地
区
で
後
日
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
回
答

者
1
4
2
名
の
う
ち
89
名
（
63
％
）

が
鉄
道
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
鉄
道
で
の
復
旧
を
求
め
る
声
は
本

町
で
も
根
強
く
あ
り
ま
す
。
県
内
各

地
か
ら
も
、
同
様
の
声
が
あ
が
っ
て

い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
は
3
月
に
復
旧
会
議
を

設
け
方
向
性
を
決
め
る
と
言
っ
て
い

ま
す
が
、
予
定
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

　
町
長
は
住
民
の
声
を
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
を
受

け
て
町
長
の
復
旧
に
対
す
る
今
の
思

い
を
尋
ね
ま
す
。

復
旧
会
議
の
打
診
は
、
ま
だ

来
て
い
ま
せ
ん
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
は
沿
線
だ

け
で
な
く
聞
い
て
き
ま
し
た
。
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
維
持
・
利
便
性
の
向
上
、

地
域
が
元
気
に
な
り
、
活
性
化
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

十
分
受
け
止
め
検
討
し
て
い
ま
す
。

鉄
道
で
の

日
田
彦
山
線
復
旧
を

問問

動
画
へ
GO

永
沼

小
川

　浩
一
議
員

 

お

　

  

が
わ

　
　
　
　

 

こ
う

　い
ち

町
長

周
辺
施
設
と
合
わ
せ
た
検
討
も

令
和
元
年
11
月
の
社
会
福
祉

施
設
等
の
改
革
推
進
方
針
で
、
令
和

5
年
3
月
で
ク
ア
ハ
ウ
ス
の
用
途
廃

止
の
方
針
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
健
康

増
進
施
設
と
し
て
建
設
後
18
年
が
経

ち
、
利
用
者
数
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
や
ポ
ン
プ
の

修
繕
な
ど
で
、
費
用
負
担
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
町
内
で
限
ら
れ

た
健
康
増
進
施
設
で
す
。
健
康
維
持

の
た
め
に
も
、
施
設
の
存
続
に
向
け

て
何
ら
か
の
施
策
を
打
ち
出
せ
な
い

で
し
ょ
う
か
。

ク
ア
ハ
ウ
ス
は
、
歓
遊
舎
ひ

こ
さ
ん
、
子
供
広
場
、
周
辺
農
地
を

全
体
と
し
て
考
え
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ク
ア
ハ
ウ
ス
は
町
外
の
方
も

利
用
し
て
い
ま
す
。
廃
止
は
簡
単
で

す
が
、
年
配
の
方
は
、
遠
く
へ
は
行

け
ま
せ
ん
。
公
共
の
施
設
な
の
で
、

何
ら
か
の
対
策
を
と
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　
今
後
、
採
算
性
の
な
い
施
設
は
全

て
廃
止
と
い
う
よ
う
に
し
て
い
く
と
、

活
力
の
あ
る
町
か
ら
ど
ん
ど
ん
遠
ざ

か
っ
て
い
く
気
も
し
ま
す
。

全
体
の
中
で
健
康
増
進
施
設

を
充
実
さ
せ
た
も
の
に
で
き
な
い
か
、

財
政
も
考
え
な
が
ら
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

残
す
施
設
、
廃
止
す
る
施
設

を
十
分
審
議
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
ア
ハ
ウ
ス
の
廃
止

見
直
し
を

問問

動
画
へ
GO

小
川

小
川

小
川

町
長

町
長

町
長

列車を待つ桜（彦山駅）

クアハウス 今後の運営は

久
保
田

　実
生
議
員

く

　
　ぼ

　
　た

　
　
　
　
　

 

み

　

 

し
ょ
う

平
成
29
年
9
月
に
策
定
さ

れ
た「
添
田
町
立
小
学
校
統
合
基
本
計

画（
案
）」は
、
昨
年
12
月
の
総
合
教
育

会
議
で
廃
案
と
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、

同
会
議
に
て「
添
田
町
立
小
学
校
統
合

及
び
中
学
校
校
舎
更
新
基
本
方
針
」が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
基
本
計
画（
案
）の
中
に
あ
っ
た
基

本
方
針
と
、
新
基
本
方
針
の
内
容
は
、

ど
ち
ら
も「
小
学
校
5
校
を
１
校
へ
統

合
」で
す
。
同
じ
結
論
で
す
が
、
結
論

に
至
っ
た
背
景
も
同
じ
で
す
か
。

子
ど
も
た
ち
は
多
く
の
中
で

切
磋
琢
磨
し
て
育
つ
方
が
よ
く
、
そ

の
環
境
を
ど
う
整
え
る
か
で
す
。
そ

の
考
え
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

5
校
を
1
校
へ
の
統
合
の

方
針
は
住
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

少
子
化
の
中
で
、
統
合
は
や

む
を
得
な
い
と
い
う
意
見
を
含
め
、

理
解
し
て
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

久
保
田

久
保
田

小
学
校
の
統
合
へ
の

理
解
は

問問町
長

理
解
い
た
だ
い
て
い
る

動
画
へ
GO

町
長

町
長

説
明
会
の
中
で
も
統
合
そ

の
も
の
へ
の
意
見
も
あ
り
、
説
明
が

足
り
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
更
な

る
説
明
や
対
話
の
場
が
必
要
で
は
な

い
で
す
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
予
定
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

町
長

教
育
長

今
後
検
討
し
ま
す

世
界
保
健
機
構（
W
H
O
）は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
ス
マ
ホ
）
に
よ
る
ゲ
ー
ム
障
害

を
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
な
ど
と
同
じ

治
療
が
必
要
な
精
神
疾
患
と
し
て
認

知
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
有
効
な
治

療
法
は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
町
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
一
日
に
4

時
間
以
上
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
い
る
と

答
え
た
小
学
生
は
22
％
、
中
学
生
は

36
％
。
厚
労
省
の
実
態
調
査
に
よ
れ

ば
、
10
代
か
ら
20
代
の
約
12
％
が
休

日
に
6
時
間
以
上
ゲ
ー
ム
を
し
て
い

る
事
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
早
急
に

小
、
中
学
生
の
い
る
各
家
庭
へ
の
依

存
症
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
相

談
窓
口
の
設
置
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。保

護
者
の
方
々
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
、
ま
た
は
そ
の
状
況
に
よ
っ

て
、
今
後
の
対
応
等
は
十
分
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
事
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
我
々
、
大
人
達
が
で
き
る
こ
と
を
、

い
ま
全
力
で
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
心
配
で
す
。

教
育
長

ゲ
ー
ム
依
存
症

相
談
窓
口
の
設
置
を

問問 　木

　清
文
議
員

よ
し

　

  

き

　
　
　
　

 

き
よ

　

 

ふ
み

動
画
へ
GO

　木

　木

新基本方針の説明会

一般質問一般質問
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熱中するスマホゲーム

久
保
田



話題

トピックストピックス

議
会
の
中
で

　
　気
に
な
る
エ
ト
セ
ト
ラ

J
R
日
田
彦
山
線〝
復
旧
〞

小
学
校
統
合
計
画

▼「
小
学
校
を
5
校
1
校
」
と
す

る
基
本
方
針
が
決
ま
り
ま
し
た
。

▼
小
・
中
学
校
更
新
基
本
計
画
を

令
和
3
年
2
月
ま
で
の
期
間
に
策

定
し
ま
す
。

▼
策
定
協
議
会
を
令
和
2
年
4
月

に
発
足
さ
せ
る
予
定
で
す
。
メ
ン

バ
ー
は
P
T
A
、
地
域
住
民
、
学

校
関
係
者
、
行
政
等
、
28
名
で
構

成
さ
れ
ま
す
。

どうなる？

今

町の将来にかかわる
大事なことばかり。
住民の意見をしっかり
聴いて寄り添うひこ。

1113 167号（R2.4）

▼
2
月
12
日
、
日
田
市
で
行
わ
れ
た
第
5
回
復

旧
会
議
は
「
Ｂ
Ｒ
Ｔ
案
」
を
推
進
す
る
声
が
多

く
上
が
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
東
峰
村
長
は
「
鉄
道
で
の
復
旧
」

を
強
く
求
め
ま
し
た
。
添
田
町
長
は
「
Ｂ
Ｒ
Ｔ

案
を
地
元
に
持
ち
帰
る
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

▼
2
月
25
日
（
落
合
）、
27
日
（
桝
田
）
で
Ｊ
Ｒ

九
州
に
よ
る
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
桝
田
会
場
で
は
住
民
か
ら
Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る
復

旧
の
要
望
書
が
Ｊ
Ｒ
九
州
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

▼
落
合
地
区
で
は
住
民
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

回
答
者
1
4
2
人
の
う
ち
89
人
（
63
％
）
が
鉄

道
復
旧
を
希
望
。
代
表
者
が
結
果
を
町
長
に
報

告
し
ま
し
た
。

▼
3
月
末
の
復
旧
会
議

で
結
論
を
出
す
予
定
で

し
た
が
延
期
と
な
り
ま

し
た
。

 

▼
町
長
は
県
の
動
向

を
見
な
が
ら
、
利
便
性

を
大
事
に
検
討
し
た
い

と
言
っ
て
い
ま
す
。

どうなった？

コロナ対策in議会

1.本議会傍聴

2.委員会

3.委員会傍聴

4.一般質問

ロビーのモニターで

午前中のみ

マスク着用・消毒をして

1人1問、10分程度

議会として取り決めました。

　県下31町村議会の議長が集まっての総会
です。議員の永年表彰に続き、前年度の報告、
新年度の計画や予算を決定しました。

　この予算を使い議員
研修会などを行います。
研修を活用し、当議会
の議員力の向上につな
げたいものです（畠田）。

県の議長会総会に
参加（福岡）

「議長ノート」がスタートしました。
議会の代表として、議場外での
活動報告をお届けします。

ひこちゃん

議長ノート

2月22日

トピックストピックス
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昨
年
の
実
施
を
ふ
ま
え
、

今
年
度
の
開
催
計
画
を
3

月
の
全
員
協
議
会
で
決
定

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
1
会
場
か
ら
3

会
場
と
し
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
「
人
が
多
く

て
十
分
に
話
し
が
聞
け
な

い
」
と
い
う
意
見
が
多
く

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
を
考
慮
し
た
計
画
で
す
。

　
ま
た
、
開
催
に
向
け
講

師
を
招
い
て
の
「
対
話
研

修
」
を
実
施
予
定
で
す
。

議
員
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
ま
す
。

　
よ
り
よ
い
対
話
の
場
づ

く
り
を
目
指
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

７月以降
（新型コロナの状況を見て）

平日の夜
お仕事の人も
皆さんが来られるように

津野・落合・中元寺
公民館か集会所

あなたの想い
　　　　etc！

ゆずちゃん

第2回

いつ どこで

どこでも、だれでも、何回でも参加できます。
・  ・  ・  ・ ・  ・  ・  ・ ・  ・  ・  ・

※議員は４～５名の班で行きます。

よ
り
よ
い
対
話
の

場
を
め
ざ
し
て
！

　
町
村
議
会
の
全
国
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
ま

し
た
。
応
募
し
た
2
7
4

議
会
の
中
か
ら
、
入
選
10

紙
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
果

敢
に
応
募
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
も
入
賞
と
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
今
号
か
ら
ペ
ー
ジ
数
を

16
ペ
ー
ジ
と
し
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
こ
と
を
報
じ
る

だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う

な
議
論
が
あ
っ
た
の
か
、

そ
の
過
程
を
お
伝
え
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　「
議
長
ノ
ー
ト
」が
新
コ
ー

ナ
ー
で
ス
タ
ー
ト
で
す
！

全
国
入
賞
な
ら
ず

今
回
も
残
念

プ
チ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

住 民 と 議 会 の カ タ リ 場

未来会議 今年は 3 会場で！

持って
くるもの

どんどん聴く！
どんどん動く！
だね。



聴かせて！農業への想い聴かせて！農業への想い
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団
体
や
地
域
の
皆
様
と

の
広
聴
の
機
会
を
広
く

募
集
し
て
い
ま
す
。

（
議
会
事
務
局

  

8
2
ー
4
0
0
1
ま
で
）

募 

集

広
報
委
員
の
感
想

★
売
り
上
げ
減
少
に
よ
る

負
の
連
鎖
を
ど
う
食
い

止
め
る
か
が
課
題
。

★
生
活
で
き
る
農
業
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
。

★
若
い
人
を
育
て
る
環
境

づ
く
り
と
、希
望
を
持
っ

て
従
事
で
き
る
よ
う
に

寄
り
添
っ
て
い
く
。

★
歓
遊
舎
を
中
心
に
集
客

を
図
り
、売
り
上
げ
ア
ッ

プ
に
つ
な
げ
る
。

広聴活動を終えて アンケート結果とご意見・感想

感想・発表

広聴
活動

　年間を通して切れ目のないよ
うな作付け体系を作っていきた
いと思います。特に若い生産者
の皆さんと協力しながら、今後
も計画していきたいです。

高瀬さん（真木）

　歓遊舎で農作物が売れること
が一番いいことだと思っていま
す。町と生産者が協力して、歓
遊舎に多くのお客さんが来るよ
うにしていきたいです。

白石さん（桝田）

　生産者が頑張ってより多くの農
作物を出していきたいと思ってい
ます。歓遊舎に人をどう集めるか、
それぞれが自分たちの問題として
皆で考えていく必要があります。

★
話
し
合
い
も
大
事
だ
が
、

議
員
の
方
も
現
場
に
来
て

体
験
し
て
も
ら
い
た
い
。

★
色
々
な
方
々
の
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
。

★
広
報
委
員
の
方
々
が
、
住

民
の
ニ
ー
ズ
を
聴
い
て
く

れ
た
。

★
生
産
者
と
し
て
農
業
に
対

す
る
大
変
さ
、
ス
ト
レ
ス

を
話
す
こ
と
が
で
き
た
。

★
今
日
の
意
見
が
少
し
で
も

何
か
の
形
に
な
れ
ば
い
い

と
思
う
。

本日の会は
どうでしたか？

よかった
77％

まあまあ
よかった
23％

● 参加者数………13 名
● アンケート回収…13 名

（回収率100％）

田中さん（庄）

農業関係
者の農業関係
者の

皆さんと
一緒に皆さんと
一緒に

　
農
業
人
口
は
減
少
す
る
一
方
で

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
衰
退
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

　
農
業
の
現
状
を
知
る
た
め
、
次

の
方
々
に
声
か
け
を
し
ま
し
た
。

意
見
や

　

  

課
題

　
参
加
者
と
議
員
が
3
班
に

分
か
れ
て
「
あ
な
た
が
農
業

（
仕
事
）
で
感
じ
て
い
る
課

題
は
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

参
加
者
の
想
い
を
語
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
で

農
業
に
対
し
て
の
悩
み
、
要

望
、
相
談
な
ど
が
で
ま
し
た
。

★
歓
遊
舎
の
ま
わ
り
に
、

集
客
力
の
あ
る
施
設
を

誘
致
で
き
な
い
か
？

　
添
田
町
に
、
た
く
さ
ん
の

人
が
来
る
よ
う
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

★
添
田
町
の
気
候
を
活
か

せ
ば
、
他
に
負
け
な
い

良
い
作
物
が
十
分
に
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

★
地
域
の
生
き
残
り
を
か

け
て
取
り
組
む
課
題
は
、

非
常
に
多
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
今
回
の
よ
う
に
集
ま
っ

て
話
し
合
い
を
す
る
こ

と
は
、
大
変
良
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

★
若
手
農
業
者
の
苦
悩
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
販
売
先
や
、
単
価
、
集
客

に
対
し
て
も
っ
と
深
く
話

し
合
い
が
で
き
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
し
た
。

聴かせて！農業への想い聴かせて！農業への想い
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テ
ー
ブ
ル
ト
ー
ク

農
業
に
注
目

意見交換意見交換

今回声かけをした人達

　
2
月
19
日
、
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
で
農
業
関
係
者
13
名

と
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い
て
対
話
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
が
い
ま
思
っ
て
い
る
こ
と
、
悩
ん
で
い
る
こ

と
等
を
聴
き
ま
し
た
。
出
て
き
た
課
題
は
議
会
と
し

て
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

議
会

住
民

よりよい町政に！

テーマや課題を
一緒に考える

農
業
へ
の
想
い◆ 歓遊舎ひこさん

◆ JA 田川 添田支所
◆ 農業青年会
◆ 就農実践塾 OB


